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ハイブリッド型スピリッツ蒸留機

当社は鹿児島県での本格焼酎や
ウイスキー、リキュール等の製造
販売を主力としながら、山梨県の
「マルス山梨ワイナリー」でワイ
ン、長野県の「マルス信州蒸溜
所」でウイスキーの生産を行い、
各地域の自然と農産物、伝統が
息づく酒類文化を育みながら事
業を行っております。

新しい発酵法を取り入れた蒸留酒の製法に海外で使用されるスピリッツ蒸留機の蒸留法
を組み合わせた「新たな味わい」に加え、海外の消費者の嗜好をより強く意識した「美し
い日本をイメージする原料」を使用した蒸留酒を開発した。

今までにない新工法の発酵工程と
スピリッツ蒸留機を活用した蒸留酒の開発

本格焼酎を主力とする当社は、海外の消費者の嗜好を
より強く意識した「美しい日本をイメージする原料を使
用した」蒸留酒を開発するため、新しい発酵法を取り入
れた蒸留酒の製法に海外で使用されるスピリッツ蒸留
機の蒸留法を組み合わせた「新たな味わい」の蒸留酒
開発に取り組み、「美しい日本をイメージする原料を使
用した新たな味わいの蒸留酒」を創出することとした。

海外のスピリッツ製造で使用されるスピリッツ蒸留機
を使用することにより、①間接加熱方式、②精留塔によ
るアルコール分の高濃度化、③農産物原料の風味を蒸
留酒に加えることに成功しました。また、本格焼酎やそ
の他の蒸留酒を、更に再蒸留させることにより、「新た
な味わい」の蒸留酒の商品開発が可能になった。このこ
とによりジャパニーズスピリッツの海外市場への展望
が開けた。

今回開発した「Japanese GIN 和美人」は、日本を代表する蒸留酒である焼酎の伝統技術、多様な自然環境により育
まれるボタニカルを活かし鹿児島の伝統技術と自然を表現したお酒である。今後は、導入した設備を更に高度に活用
し、新たな発酵法を取入れた製品の開発を推進していく。

事業のきっかけや目的 事業の取り組み内容と成果
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事業化に向けての今後の取り組み
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Japanese G IN 和美人成果物製造風景

明治5年（1872年）の創業以来、先代からの思いを繋げ現在に至ります。本坊松左衛門は、父郷右衛門の志「殖産興業

による社会奉仕」という精神を受け継ぎ事業を展開。明治後半には、薩摩を代表する特産物・甘藷を使っての焼酎製造

に着手。昭和の初めより取り組む山林事業も、現在では鹿児島、宮崎、熊本にまたがる広さとなりました。これからも地

域に根ざし、地域の資源を活用し、歴史、文化、人、技術の響和をもって独自の「本坊クオリティー」を追求します。

「本坊クオリティー」を追求


